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ご あ い さ つ 

 
 
 
 

 平成２３年３月の東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所事故から８年余

が経過いたしました。 

この間、国内外の多くの皆様から様々な御支援をいただいていることに対し、心か

ら感謝申し上げます。 

震災と原発事故後、前例のない困難な状況が続く中、今年４月には大熊町の一部の

地域で避難指示が解除されました。帰還困難区域においても、特定復興再生拠点区域

再生計画が認定されるなど、避難地域の復興へ向けた取組とともに、福島県の復興は

着実に進んでおります。一方で、今なお多くの方々が避難生活を続けられており、風

評と風化の２つの逆風など、原子力災害という重荷を背負った福島の復興はいまだ途

上にあります。 

 こうした中、被災した子どもたちを長期的、継続的に支援するため、皆様からお寄

せいただいた「東日本大震災ふくしまこども寄附金」を活用し、保護者が死亡したり

行方不明となった児童（遺児・孤児）に対する支援に加えて、本県の子どもたちが、

様々な困難を乗り越え、心身ともに健やかに育つための施策に活用させていただいて

おります。 

本県に心を寄せてくださる全ての方々と力を合わせて、ふくしまの明るい未来を切

り拓いてまいりますので、今後とも御理解と御支援をお願いいたします。 

                                      
 
 令和元年９月 
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 福島県の発災当時の被害状況と現在 

 
平成２３年３月１１日 14:46に三陸沖を震源として発生した「平成２３年 東北地方太平

洋沖地震」は、マグニチュード 9.0を記録し、観測史上最大の地震でした。 

福島県では最大震度 6 強を記録し、激しい揺れとともに、広い範囲で大津波が押し寄せま

した。 
 

    
 

 
 

 
 
 
 
 

いわき市小名浜港 

白河市葉ノ木平地区 
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本県でも、東日本大震災により、多くの子どもたちが親を失いました。 加えて、原子力

災害により、住み慣れた土地からも長期間離れなければならない子どもたちも多く、様々な

喪失体験により、幼い心に大きな負担がかかっています。 

 

そして、震災から 8 年余りが経過し、国内外の多くの皆様からのお力添えにより、幹線道

路や防潮堤などのインフラ整備、避難地域における特定復興再生拠点区域の整備、避難指示

が解除された地域での学校の再開や商業施設の整備、東京電力福島第一原発の事故収束拠点

となっていたＪヴィレッジの全面再開、福島イノベーション・コースト構想に係る拠点整備

など、特に被害の大きかった県浜通り地域においても復興は着実に進んでおります。 

 一方でいまだに４万人を超える方々が避難生活を続けており、被災者の皆さんの生活再建、

避難地域の復興・再生、廃炉・汚染水対策、県全体の産業振興、風評・風化の問題、更には

急激な人口減少への対応など、本県は前例のない難しい課題を抱えております。 

 

このような中、来年は東日本大震災からちょうど１０年目の節目の年に本県でオリンピッ

ク 2 競技が開催されることになり、本県の子どもたちに大きな勇気を与えてくれるものと確

信しております。 
 
 皆様からの善意の寄附をいただき、これまでも多くの子どもたちが夢に向かってはばたく

ことができました。これからも、子どもたちが震災前に抱いていたそれぞれの夢をあきらめ

ることなく、着実に前に進んでいくことができるよう、大切に有効に活用させていただきた

いと考えております。 

 

現在のいわき市小名浜港 
小名浜マリンブリッジ一般開放の様子 
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 福島県の避難者の状況 
 

 避難者数は、平成２４年５月をピークに減少を続けておりますが、令和元年７月時点で約

４万人の方々が避難を続けています。 

１ 避難者の推移 

 
２ 子どもの避難者（１８歳未満避難者）の状況 

 
 

 「東日本大震災ふくしまこども寄附金」について 
 

福島県では、平成２３年８月から東日本大震災による震災孤児等への支援のための寄附口

座「東日本大震災ふくしまこども寄附金」を開設しています。 
 
 

○ 寄附の状況（平成３１年３月３１日現在） 

寄附件数  17,030件 寄附額 6,226,424,134円 

○ 被災孤児、遺児（平成３１年３月 3１日現在） 

・孤児：２４人（孤児：両親若しくは単親の場合、現に養育していた親が死亡又は行方不明

となった児童） 

・遺児：１７８人（遺児：両親のうちいずれかが死亡又は行方不明となった児童） 
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 「東日本大震災ふくしまこども寄附金」について 

 

１ 福島県東日本大震災子ども支援基金給付金 

福島県東日本大震災子ども支援基金条例を制定し、東日本大震災ふくしまこども寄附金

を基金に積み立て、東日本大震災により、保護者が死亡又は行方不明となった児童（孤児・

遺児）に対して、生活及び修学を支援するための給付金を給付する事業を実施しています。 
 

１ 対象者   東日本大震災により保護者が死亡し又は行方不明となった児童 

２ 給付期間  大学等卒業までの期間 

３ 給付金の種類及び金額 

（１）月額金 

   ア 未就学児童        月額（孤児：30,000円、遺児：20,000円） 

   イ 小・中学校に在籍する者  月額（孤児：40,000円、遺児：30,000円） 

   ウ 高等学校等に在籍する者  月額（孤児：50,000円、遺児：40,000円） 

   エ 大学及び専門学校等に在籍する者 月額（孤児：60,000円、遺児：50,000円） 

（２）一時金 

   ア 小学校入学時給付金      30,000円 

   イ 小学校卒業時給付金      50,000円 

   ウ 中学校卒業時給付金      100,000円 

   エ 高等学校卒業時給付金    300,000円 

４ 給付実績（平成３１年３月３１日現在） 

給付実人員 １６７人  総給付額  ５４５，９４０，０００円 

 

２ 「ふくしまこども寄附金」による新たな支援について 

平成２４年１２月県議会において福島県東日本大震災子ども支援基金条例の改正が議決

され、震災孤児・遺児の支援に加えて、支援の対象を県内全域の子どもたちへと拡大し、

下記の５つの視点から新たな支援を行っています。 

〔新たな支援の５つの視点〕 
 

①  災害・避難等により不便を強いられている子どもへの支援 

  ② 子どもたちの将来につながる取組 

  ③ 子どもたち及び保護者が元気になる取組 

  ④ 子どもたちのふるさと福島への愛着心を醸成する取組 

 ⑤ 子どもたちの本県復興への参画  

次ページ以降で 

紹介します 
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１ 事業概要 

  イノベーションコースト構想等の大規模プロジェクトを担うトップリーダー（理数系ト

ップ人材）を育成するため、次の３つの事業を実施しました。 

  ① 福島県算数・数学ジュニアオリンピック（「算数・数学コンテスト」） 

  ② 科学の甲子園ジュニア福島県大会（「理科コンテスト」） 

  ③ 未来を担うトップリーダー！先端技術体験 
 

２ 事業実施時期 

① 平成３０年１０月２１日（日） 

② 平成３０年８月８日（水） 

③ 平成３０年１２月１５日（土）～１６日（日） 
    

３ 参加者数 

① １，４２３名（小学生８２７名、中学生５９６名） 

② １０８名（中学生３６チーム１０８名） 

③ ３６名（小学生１０名、中学生２６名） 
   

４ 事業実施による効果 

  算数・数学、理科に関心がある児童生徒が論理的な思考力や科学的思考力を問う問題に

挑戦する機会を通して、県内児童生徒の理数に対する興味・関心を高めるとともに、問題

解決力の育成に役立てることができました。 

  また、「算数・数学コンテスト」及び「理科コンテスト」の成績優秀者を対象に１泊２日

で開催した「先端技術体験」により、将来の夢の実現に向けた第一歩を踏み出すとともに、

学習意欲を向上させることができました。 
 

５ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 義務教育課 （ＴＥＬ：０２４－５２１－７７７６） 

 

 

 

 

未来へはばたけ！イノベーション人材育成事業 

平成３０年度活動事例 



8 
 

 
 
 

 

１ 事業概要 

  被災した子ども・親たちに、本とのふれあいを通して心を癒し、親子のふれあいを深め

るための読み聞かせ等を行うフェスティバルを開催しました。また、中高校生を対象にし

たビブリオバトル福島県大会を通して、広く県民に対し子どもの読書活動についての理解

の促進のための普及活動・啓発活動を実施しました。 

２ 事業実施時期及び参加者数 

・親子ふれあい読書フェスティバル 

平成３０年８月６日（月）   ７０名      

平成３０年１１月４日（日）  ７２名 

・ビブリオバトル福島県大会         

平成３０年１１月１７日（土）  

中学生１１名、高校生６名 
３ 事業実施による効果 

避難住民と受け入れている側の住民が、本や絵本を通して交流する機会を得たことで、

お互いに理解を深め、今後も助け合って生活できるような関係が築かれ地域コミュニティ

の再生にもつながりました。また、講師や読書ボランティアによるお話し会やブックトー

ク等の実施により、子どもたちがたくさんの本に触れる機会となりました。 

さらに、ビブリオバトルを通じて中高校生の読書活動への関心が高まっただけでなく、

情報発信能力の育成・向上が図られ、読書の大切さを参加者全員で共有しました。  

４ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 社会教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７９９） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふくしまの未来をひらく読書の力プロジェクト 

平成３０年度活動事例 
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１ 事業概要 

  未来を担う子どもたちが、ふるさと「ふくしま」において、復旧・復興、文化、スポー

ツ等の分野で活躍している個人、団体に対して取材し、新聞としてまとめ、情報を発信す

ることにより、自分たちの住む「ふくしま」の良さを知るとともに、自分の将来の夢や希

望を深く考えさせる機会を設けました。 
 

２ 事業実施時期 

  平成３０年７月３１日（火）～８月２日（木）  
  

３ 参加者数 

  小学生２５名、中学生６名、高校生２名 

  新聞発表会参観者 ７０名 
 

４ 事業実施による効果 

  子どもたちが作成した新聞を県内外の避難者の方々に配布することにより、「ふくしまの

今」や現状を知らせることができた。また、新聞を福島県内の小・中・高・特別支援学校

に配布し、学習の資料等として活用できた。 

  さらに、子どもたちはそれぞれ課題を持って取材し、自分の考えや思いを表現する新聞

づくりをとおして、福島県の現状を知り、「福島の今、良さ」を知り、未来の「ふくしまの

復興」を担う子どもたちの育成を十分に図ることができた。 
 

５ お問い合わせ先 

  福島県文化スポーツ局 生涯学習課 （ＴＥＬ：０２４－５２１－７４０４）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャーナリストスクール開催事業 

平成３０年度活動事例 
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１ 事業概要 

  スポーツに対する意欲や関心が低い、又は運動が苦手

で本格的なスポーツ体験等への参加に抵抗を抱く子ども

たちに対し、スポーツを通じて身体を動かす楽しさを伝

える機会を提供しました。 

 

２ 実施時期及び参加者数 

  スポーツクライミング教室 

平成３０年６月１０日（日）５９名、２４日（日）５８名 

スカイスポーツ教室 

平成３０年１０月１４日（日） ４８７名 

テニス教室・車いすテニス教室 

平成３０年１０月２８日（日） ７０名 

スケートボード教室 

平成３０年１１月２５日（日） ４１名 

３ 事業実施による効果 

   世界や国内、本県で活躍するトップアスリート等からスポーツの楽しさやこれまでの

経験を伝えてもらうことにより、子どもたちの将来の自分づくりに向けた夢や希望を育

むことができました。また、障がい者を対象とした車いすテニス教室を実施したことに

より、健常者と障がい者が一緒にスポーツを楽しむ機会を提供することができました。 

２ お問い合わせ先 

  福島県文化スポーツ局 スポーツ課 

（ＴＥＬ：０２４－５２１－７９９５） 

 

 

 

 

 

 
 

未来へチャレンジ！ふくしまスポーツ塾 

平成３０年度活動事例 
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１ 事業概要 

  学校が教育活動の一環として実施する海外ホームステイ研修に参加するため、県内の県

立・私立高校生及び海外より招へいする海外高校生に対して参加経費の一部を支援しまし

た。 

  また、研修の成果等を発表してもらうため、教育委員会主催の英語プレゼンテーション

コンテストを実施しました。 

２ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 高校教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７７３） 
 

 

 

 

１ 事業概要 

  児童養護施設や里親の家庭などで育ち、経済的な支援が得られない子どもたちについて、

就職する際に必要な普通自動車運転免許取得の費用を補助し、子どもたちの自立のための

支援を行いました。 

２ お問い合わせ先 

  福島県こども未来局 児童家庭課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７１７６） 
 

 

 

 

 

１ 事業概要 

  児童養護施設や里親の家庭などで育った子どもたちについて、経済的な理由により進学

をあきらめることのないよう、進学やその後の生活に必要な費用の一部を給付金として給

付し、希望する夢をかなえるための進路選択ができるよう支援しました。 

２ お問い合わせ先 

  福島県こども未来局 児童家庭課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７１７６） 
 

 

 

 

 

ふくしまの未来を担う高校生海外研修・グローバル支援事業 

児童養護施設等入所児童自立支援事業 

平成３０年度活動事例 

未来に進もう！こどもの夢応援事業 
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 寄附をくださった皆様へのメッセージ 

 

 給付金をお届けしている児童・生徒や保護者の方々から、寄附をくださった方へ寄せられ

たメッセージをご紹介します。 
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 寄附をくださった皆様へのメッセージ 
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 寄附をくださった皆様へのメッセージ 
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 寄附をくださった皆様へのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年９月発行 

福島県 こども未来局 こども・青少年政策課 

〒960-8670 福島市杉妻町２番１６号 

   電話：０２４－５２１－７１９８ 

   E-mail:kodomoseisaku@pref.fukushima.lg.jp 

    福島県庁ホームページ  ふくしまこども寄附金  検索 


